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平成１７年７月２８日 
筑 波 大 学 

 
国際経営プロフェッショナル専攻の授業開始について 

 
国際経営プロフェッショナル専攻（MBA Program in International Business、夜間社会人大学

院）は、国際化・情報化などの急激なビジネス環境の変化に対応可能な次世代経営プロフェッシ

ョナルの系統的教育プログラムを、最新の経営理論とビジネス実務の成果に基づいて実践し、国

際水準のビジネススクール形成を目指しておりますが、東京キャンパス（東京都文京区大塚３－

２９－１、東京メトロ茗荷谷駅下車３分）で、メルボルン大学ビジネススクールから招聘したウイリア

ム・ベンソン専攻長のリーダーシップの下、本年 8 月より授業を開始します。 
［文部科学省の設置認可に基づき、平成１７年４月に専攻が設置され（既報）、８月から学生受入

れ・授業開始／修業年限は原則として２年｛学位：国際経営修士（専門職）｝｛短期集中修了制度

あり｝］ 
 
１ プログラム開始の状況  

(1) 8 月 2 日(火)18 時 30 分-20 時：事務オリエンテーションと第１回ウェルカムレクチャー 
   （8 月 2 日は取材に応じます） 
 

(2) 本年夏休み 3 回のウェルカムレクチャーの内容（何れも東京キャンパス（大塚地区）E 館４

階国際経営プロフェッショナル専攻で実施） 
 第 1 回 8 月 2 日(火)：19 時―20 時   古谷昇氏（本学非常勤講師） 

（ビーグル代表取締役、前ドリームインキュベータ代表取締役） 
「ビジネススクールは本当に必要か？」 

 
 第 2 回 8 月 4 日(木)：１９時―２０時３０分 Ｒ．Ｔ．Ｍｕｒｐｈｙ（本学実務家教授） 

「ドルは何故クラッシュしないのか？」 
 

第 3 回 8 月９日(火)：１９時―２０時３０分  椿広計（本学教授） 
「ビジネス数理科学への誘い」 

 
(3) 8 月 20 日(土)15 時より教育オリエンテーション・夕刻レセプション 
   （8 月 20 日も取材に応じます） 

特記事項：本専攻は、海外ビジネススクールに準じて学位授与式は盛大に行うが、入学

式は行わない。 
翌週より正式講義開始 

 
 
２ 国際経営プロフェッショナル専攻の教育上の特徴  

(1) 欧米のビジネススクール教育の基幹領域である「事業戦略」、「組織経営」に加え、「国    
対応」、「応用情報」の合計４教育領域を配置し、ビジネスの国際化と情報化に対応。４領域

で１７コア科目（必修科目・英語開講）と学生がキャリアプランに即して選択可能な 43 専門科

目（２言語教材開発）を配置。少人数のグループワークないしはマンツーマンの指導を行う

演習科目を 4 教育領域で配置。 
(2) 全学生は、修了学期３ヶ月間に、習得した知識を技能に転化するための企業インターン

シップを実施する。学生は、米国または中国の企業で研修する「海外インターンシップ」と、
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社会人学生の職場に本学教員が出向いて指導に当る「企業内プロジェクト」との２つの科目

のいずれかを実施しなければならない。筑波大学大学院ビジネス科学研究科は「海外イン

ターンシップ」における企業派遣先の斡旋、研修ビザ取得の支援を、日米中におけるインタ

ーンシップに実績のある「日米経営科学研究所（ホノルル）」に依頼し、本件について既に

覚書を締結している。 
 
３ 教員のプロフィール  

専任教員１７名は実務家（７名）と研究者（１０名）、外国人（５名）と日本人（１２名、内海外

大学出身者６名）の融合したチームを構成している。特に、実務家みなし専任教員（筑波大

学以外の本務を有している教員）４名、専任教員以外にも外国人客員教員３名を配置してい

る。 
 
４ 平成１７年度入試状況  

(1) 合格者３３名（定員 30 名）（男 25 名，女 8 名） 
   （平均年齢 35.9 才） 
   （日本人：27 名 外国人６名 内訳米国：2、中国：1、コロンビア：1、インド：1、トルコ：1） 
(2) 出願者人数：３９名 

   (外国人内訳：10－米国２、中国 2、コロンビア１、ボツワナ１、インド 3、トルコ１） 
(3) 倍率：出願者３９名÷合格者３３名=１．１倍 
    特記事項：上海（中国）にて本学教員２名が出向き面接実施 

 
５ ＡＢＥＳＴ２１と教育の質保証システムの青山学院・同志社ビジネススクールとの共同開発  

７月１日―３日：青山学院大学並びに箱根プリンスホテルにて世界のビジネススクール責任

者がその教育のあり方や認証などを議論する ABEST21 が伊藤文雄青山学院大学国際マネ

ジメント研究科長の提唱で開催され、本学のベンソン専攻長が理事に選任された。また、現在

国際経営プロフェッショナル専攻は、青山学院大学、同志社大学のビジネススクールと共同で

我が国ビジネススクール教育の質を保証するシステムの開発を全国の経営系専門職大学院

に呼びかける事となった。ここでは、ビジネススクールで輩出すべき人材像（筑波大学担当）、

教育制度設計（青山学院大学担当）、教育の質評価システム（同志社大学担当）の３研究会を

立ち上げることになる。 
 

６ 授業モニタリングと科目等履修生の呼びかけ  
国際経営プロフェッショナル専攻では、原則として火曜から金曜の１５時１０分―１７時５０分

に配置されている専門科目（１科目５回の講義）１６科目を評価・モニタリングする企業などを１

０組織前後募集する（無料であり、レポートなどの提出義務はないが、授業評価を行う。本年

度の該当科目は次の通りである。また、当該科目については冬学期（１２月以降）については

科目等履修生も認め、その場合には必要なレポートなどを提出した上で単位認定も行う。単

位認定された科目は、将来入学時に修了単位として認められる。詳しくは専攻 WEB ページで

公開する。 
    

秋学期科目 
   トップマネジメントのリーダーシップ 
   IT ソリューション 
   経営と文化 
   キャリアカウンセリング 
   消費者行動 
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   意思決定支援システム 
   クオリティインプルブメント 

コーポレート・イノベーション 
    

冬学期科目（科目等履修生も募集する） 
   統計モデリング 
   中国社会とビジネス 
   人材開発 
   ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞマネジメントとシステム科学 
   企業吸収と合併 
   最適化技法 
   労働市場と雇用政策 
   国際ルール策定交渉 
 
 
 
 
 
 

本件についての問い合わせ先 

椿研究室      電話０３－３９４２－６８７６ 

専攻事務室    電話０３－３９４２－６９２０ 

支援室総務係  電話０３－３９４２－６２１２ 

教務係  電話０３－３９４２－６８１６ 
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